
学校名 笛吹市立春日居中学校 教科等 
数学科 英語科 

総合的な学習の時間   

研究主題 
自立した学習者の育成 

～ICT 環境の活用を通して～ 

 

１．研究内容及び具体的な研究活動 

（１）研究内容 

①ICT端末を活用した個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実 

・数学科及び英語科の授業、総合的な学習の時間の探究活動における ICTを活用した授業改善 

・県内外の先進校における授業実践等に関する動画視聴、還流報告 

・学習アプリ等の機能及び授業への活用に関する情報共有 

②「自立した学習者」を育成するための振り返り活動の工夫 

  ・アンケート機能の活用による生徒の振り返り内容を全職員が確認できる環境設定 

  ・生徒が互いの記述内容を相互参照できる、振り返りシートの共有設定 

  

（２）具体的な研究活動 

【数学科の授業実践】 

①・「石和温泉駅から春日居町駅までの電車のスピードメーターの映像 

から、この２駅間の距離を求める」ことを課題として取り組んだ。 

・授業形態を工夫することで、いかに生徒に活動を委ねることがで

きるか、また必要な支援や指導について検証した。 

・授業の始めに毎時間１人１台端末を活用し、各自のペースで AI 

ドリル等を用いて復習を行った。 

・学習プリントや１人１台端末等の学習のための道具や学習形態    

（個人・ペア・グループ）を選べるようにし、生徒が自ら課題解

決に取り組めるようにした。 

・課題の進捗状況を Teams のチャットに共有することで、相互参照  

できる環境づくりを行った。 

 

②・授業の終わりに Teams のチャットで、授業の振り返りを入力させた。分かったこと、できるよう

になったことを把握するとともに、各自のつまずきや課題を明確にすることで、生徒が自己調整

できるように促した。 

 

【英語科の授業実践】 

 ①・総合的な学習の時間で取り組む『さかしたクエスト』との連携を図り、「地域に住む外国人の方々

に発表会に来てもらえるような魅力的なポスターを作成する」という課題に取り組んだ。 

・ポスター作成に役立ちそうな表現を“Our Dictionary”として学年全体に共有した。 

・生徒が自分の書いた英文の正確性や内容面の適切さを確かめたり、よりよくするための    

アドバイスをもらったりするための確認方法を複数提示し、目的に合わせ選択できるようにした。 

・表計算アプリを利用し、生徒の活動の進捗状況を把握できるようにして個別の指導やフィード 

バックを行った。 

・生成 AIや翻訳サイトを利用し、安易に「日本語→英語」と翻訳するだけでなく、「英語→日本語」

にした際に自身の伝えたい内容になるかどうか吟味をさせた。 

②・振り返りシートを共有し、他者参照できる環境での振り返り活動に取り組んだ。生徒自身が   

パフォーマンス課題の目的や自身の個人目標に立ち返ること等、自己調整を促せるように、振り

返りの視点を与えた。 

 

チャット機能による 

進捗状況の共有の様子 

 



【総合的な学習の時間（探究活動）】 

①・生徒は各自で以下の「探究サイクル」を回して取り組んだ。 

１：自分でテーマを決める 

２：調査・実験（製作）・分析  

３：整理・考察 

４：まとめ・発表 

・１人１台端末で写真や動画を撮影し、探究の過程を記録し、そ

れらをプレゼンテーションアプリでまとめた。 

・笛吹高校の廣瀬校長による初回のガイダンス、高校生９名から

の中学生への定期的な交流等の活動を行った。 

・公開授業当日は、探究成果の中間発表を行った。その際、高校

生が発表者への支援や助言をした。 

②・課題や目的、方法を定めて探究し、毎時間振り返りシートに  

記入させた。担当学年だけではなく、異学年の教師がコメント

を添えて、探究の方向性への助言を示す等の工夫をした。 

・発表会では異学年での交流を行った。聴く側の生徒にコメント

を記述させ、発表者へ渡した。発表者は感想を参考にしながら、

よりよい探究の方向性を模索し続けた。 

 
 

２．研究の成果と課題（〇成果 ▲課題） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①○１人１台端末を活用し、学習の履歴を意識しやすくすることで、生徒は個々の目標や状況に  

合わせて学習形態等を選択することができるようになり、個別最適な学びにつながった。また、

春日居中学校が目指す自立した学習者像へと迫ることができた。 

○１人１台端末を活用し、教師と生徒、生徒同士で情報を瞬時に共有できる利点を生かすことで、

協働的な学びを促すことができた。 

 ▲学習の進捗状況等を可視化することは大切だが、教師だけでなく生徒にも「何のために可視化

するのか」という目的意識を持たせることが、生徒の自己調整を促すためには重要である。 

▲固定化したグループを作ってしまう傾向があるため、学習の進捗や目的等に応じたグループ 

編成が、生徒自らができるように、気付かせる工夫が必要である。 

▲単元計画の時間内に問題を解き終えられなかった生徒や、パフォーマンス課題を完成できなか

った生徒に対する支援について、研究を深める必要がある。 

 

②○振り返りを行うことで、生徒がその授業や単元を通して「何ができるようになったのか」等を

自覚することができた。また、１人１台端末を活用し、相互参照ができることがきっかけと  

なり、生徒同士の思考の交流が生まれ、学びを深めることが可能となった。 

〇単元のゴールと現状を比較することで、生徒自身が目標達成に向けて必要なものを考える等、

自己調整する様子が見られた。 

 ▲振り返りの際、知識を言語化し、言葉の量と質に着目しながら、生徒の考えの再構築の場と  

なる手立てが必要である。 

数学科 

 

探究活動のワークシート 

総合的な学習の時間 英語科 



１ 本事例のポイント

２ 本事例の概要

【中学校・３年生・総合的な学習の時間 『さかしたクエスト(探究活動)』 】
（各自が設定した探究課題やテーマについて、これまでの経緯をまとめ、中間発表する）

「子供主体の授業づくり」の事例について

【笛吹市立春日居中学校】

○毎時間、生徒自身が計画を立て、探究を
進め、新たな「問い・課題」に気付き、それ

   を解決するために活動をする中で、教科
   横断的に「自立した学習者」の育成へと
つなげることができた。

○高校生から探究に関わる助言をもらった
   ことで、これまで以上に多面的・多角的な
   見方ができるようになった生徒の姿が
   見られた。
▲見通しを持って探究活動を進めていくこと、
   生徒の主体的な探究活動に対する教師
   の支援に課題が残った。
▲発表する側の発表方法、発表を聴く側の
   心構えやフィードバック方法には改善の
   余地がある。

【生徒の探究テーマ（一部）】
・体質は変えられるのか～代謝を上げる方法～
・ギター初心者が20時間練習したら、どこまで
弾けるようになるのか
・アニメーション（パラパラ漫画）に挑戦する

・生徒が各自で「探究サイクル」を回して取り組む、教科横断的な活動
・１人１台端末で写真や動画を撮影、探究の過程を記録、プレゼンの作成、発表
・毎時間振り返りを記述、担当教師や生徒同士のコメントの交流

個々に探究テーマを設定し、
ICT端末を活用しながら試行
錯誤し、課題解決を図った。

生徒の記述や探究方法のヒントを「『さかしたクエスト』通信」を通じて全校
生徒へと伝えた。下記は「調査・分析」と「整理・考察」を踏まえた上で、
その次の探究の方向性を自分なりに定めた生徒の振り返り内容。

毎時間の振り返りカード(PDCA)

学級内で中間発表会を実施

本事例の成果(○)と課題(▲)

・各教科で実施している振り返りの書式と、
探究活動で行う振り返りの書式を統合

  することで、学校の教育活動全体で振り
  返りの量と質を向上させていく。

改善の方向性



改善の方向性

【中学校・３年生・数学科 「y=ax²」】
（電車が２駅間を運行する様子を表す映像から関数関係を見いだし、考察する）

「子供主体の授業づくり」の事例について

【笛吹市立春日居中学校】

〇生徒は粘り強く取り組み、端末を文房具の
ように使って問題解決を目指していた。

〇データやワークシート等、生徒は自分で取り
   組み方を決めて、主体的に学習していた。
▲生徒の振り返りを、教師だけではなく、生徒
同士で共有することで、生徒の自己調整が促

   されるように設定等を変更する必要がある。

１ 本事例のポイント

２ 本事例の概要

・学習課題となる映像を自分のペースで何度でも確認しながら取り組める環境づくり
・個別、ペア、グループ等、自分で学習形態を選択しながら進める場づくり
・生徒の振り返り内容を教師が取り上げ、即時的なフィードバックをすることで自己調整を促す

・学習形態を「個人・ペア・グループ」のいずれか
  で選択させているが、学習の進捗状況に合わ
  せて調整できるような工夫をする。
・設定していた単元の時間内に学習課題の
  ゴールまで辿り着かなかった場合の対応に
  ついて、単元計画を見直す。

〇１人１台端末で映像を見ながら時間と速さに着目して表を作成した。その中で平均の速さと経過時間
を乗ずることから距離を出し総和を求めることで石和温泉駅から春日居町駅までの距離を求めた。

〇求める際に単位が違ったりうまく計算できずに悩んだりする生徒が多いことも予想された。それに対する
教師の支援策として、直接、机間指導するだけでなく、クラウド上にヒントとなるファイルを多く入れることで、
自ら学びを調整できる生徒の育成を図った。

〇求めた距離だけでなく、その過程におけるグラフを吟味し、面積が距離を示すことに着目させた。また、
   距離を求めた後、時間と距離のグラフをかき直すことで、関数 𝑦 = 𝑎𝑥2とみなすことができる部分が
あることも気付くようにした。

〇予想される課題解決学習の取り組み方 ・個人で考える（表、グラフ、計算）（端末上、紙のワーク
   シート）・グループで活動する（読み上げる人と書く人で分担）

支援の例
●映像から分かること(速さ・時間)を確認。
●表ファイルを用意。すべて空欄の表や５秒
ごと、10秒ごとの表等を用意。

●単位換算（秒を時間に直す）方法等、
ヒントになるファイルを用意。

●グラフ（速さと時間）をかくワークシート。
※グラフがかいてある用紙を用意
※GeoGebra、Excel等

生成ＡＩとのやりとり 速度と時間の経過 課題に向き合う姿 Teamsで進捗共有《生徒の振り返り》
〇石和温泉駅から春
  日居町駅までの距
  離だと簡単そうに聞
  こえるけど難しかった。
〇大体の距離が分
かった。単位を変える

  のが難しかった。

本事例の成果（○）と課題（▲）



【中学校・ ３年生・英語科 「ポスター」】
（１人１台端末を活用し、『さかしたクエスト』発表会の魅力を伝えるポスターをつくる）

１ 本事例のポイント

２ 本事例の概要

フォーマットの全体像紹介文を拡大。学級で共有

〇生徒が機器の使用に慣れており、
自分が取り組みたい事柄や目的に

   合わせアプリ等を使い分けていた。
▲「読むこと」「書くこと」が中心の授業
   ではあったが、授業内で英語を使用
   する場面や設定が、更に必要。

・英文作成時、自分で翻訳サイト等を
利用している生徒がいた。まずは、身に
付いている英語で試行錯誤できるような
力を育みたい。
・他者参照を効果的に活用した「読ん
  で話す」「書いて読み合う」といった領域
  統合を意識した言語活動に取り組む。

〇総合的な学習の時間における探究活動『さかしたクエスト』の発表会に「市内に住む外国人の方々にも来て
もらえるような魅力的なポスターをつくろう」というパフォーマンス課題を設定。

〇自身の探究テーマや内容に関するSmall Talkを冒頭で実施し、題材に対する生徒の考えを広げたり、
共有したりする。

〇単元全体の目標設定と、前時の振り返りを読み返し、各自で「この時間には何をどうするか」の目標を設定。
〇（学び方の選択肢）・学習者用デジタル教科書 ・クラスメイトが共有した書き込み ・チャット内の資料

・Our Dictionary（語彙・表現の書き溜め） ・JTE／ALT ・クラスメイト
〇（進度のチェック方法） ①JTE ②ALT ③クラスメイト ④生成AI
１時間のうちに、①～④のチェックを必ず２回は受ける。①～③のチェックは、書いた文を読み上げて伝える。
もらったコメントやアドバイスをシートに入力し、自分がどこまで進んだかシートでチェックする。（順番は
問わない） ４時間目までに①のチェックは必ず２回は受ける。③は、友達の発表を聞いて、内容への
アドバイスだけでなく、実際に行ってみたくなったか等も伝え合う。

〇総合的な学習の時間における探究活動を取り入れた、教科横断的な授業
〇スライド作成アプリやチャット機能、生成AI等を活用
〇進捗状況や振り返りが他者参照できる環境づくり

各自が調べた語彙・表現を学年全体で共有

互いの進捗状況の確認・振り返りの他者参照ができるシートを共有

必要に応じた教師の支援

《生徒の振り返り・次回の目標より》

〇生成AIで評価してもらいました。
   読み方も調べて覚えられそうです。
   日本語にしてみると、自分が伝え
   たい文にはなっていなかったです。
   次回は、完璧に何も見ないで読める
   ようにしたいです。生成AIからの
   評価もAにしたいです。
〇自分の伝えたいことが入った英文を
   作ることが出来た。生成AIに評価
   をしてもらいアドバイスをもらいました。
   まだ人に評価をもらえていないので、
   次回は先生や友達に評価をして
   もらい、実際に自分の英文がどのよう
に感じるのかを確認する。

改善の方向性

本事例の成果（○）と課題（▲）

「子供主体の授業づくり」の事例について

【笛吹市立春日居中学校】
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